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第 1 部 研究の展望 

第 1 章 問題意識と本研究の背景 

強迫性障害(Obsessive-Compulsive Disorder: OCD)はよく知られている障害である。近

年薬物療法と行動療法の組み合わせによる高い治療効果が確かめられている。しかし，今

までの治療法は，患者の抵抗や治療へのモチベーションを高めることの難しさ，再発防止

などの面で，未だに問題重々である。こうした状況から，苦痛や不安を訴える人に治療的

な介入を行うだけでなく，程度の軽い強迫傾向に対する予防的な介入にも目を向けなけれ

ばならない時期が来ていると思われる。 

OCD や強迫症状の研究は，理論研究と効果研究が重視されてきた。しかし，OCD 発症

の理論や治療法を裏付ける実証的な知見はまだ十分とはいえない。OCD に対して，従来

の対処療法的介入だけでは，効果的な成果は得られにくいことを考えられると，より効果

的な介入を可能にするためには，実証研究に基づくメカニズムの解明が必要不可欠である。

本研究では，予防的な視点から，強迫症状に至る心理的メカニズムを検討した。 

第２章 強迫性障害における予防の意義と課題 

OCD に対しては早期発見，早期対応が必要不可欠である。そのための最も有効な手法

として予防を挙げることができる。本研究では，発達的な視点から改めて予防を二段階に

分類した。さらに，強迫症状のリスクファクターを特定し，予防的な視点から「家族要因」

（親の養育態度）と「認知的要因」（強迫的信念）に着目する重要性を述べた。 

第３章 先行研究の概観   

これまでの研究では，実証研究に基づく強迫症状のメカニズムの解明は不十分であり，

予防的な視点からの検討はほとんど行われてこなかった。また，文化差を無視した，単独

の国に限った検討が中心であったため，単一の文化に限定しない，OCD に関するより応
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用の広い知見が得られなかった。強迫の連続性を認める立場において，本章で取り上げた

要因と強迫傾向との関連を把握することにより，強迫症状に至るメカニズムを推定するこ

とができると思われる。さらに，日中の比較を通して，文化的な影響を越える OCD のよ

り普遍的な知見が得られるであろう。 

第４章 研究の目的と方法 

本章では，心理的要因として親の養育態度と強迫的信念に着目し，強迫症状に至るメカ

ニズムを詳細に検討することを第一の目的とした。第二の目的は，日本と中国の大学生に

おける強迫傾向と強迫的信念の因子構造および，強迫傾向と強迫的信念の関連について日

中比較を行ない，文化的要因の関与及び文化を越える強迫性について，より普遍的な特徴

に関する知見を得ることを目指した。最後に，２つの心理的要因を統合したモデル，縦断

的データを用いて，時間的変化を考慮したモデルの検討を第三の目的とした。 

研究の方法として，質問紙調査と多変量解析を用いた。本論文では，健常者が体験する

強迫傾向について，横断調査と縦断調査，単一母集団の分析と多母集団同時分析，質的検

討と量的検討という多角的な検討によって，強迫症状に至る心理的メカニズムをより明確

に示し，強迫症状の予防と介入に役立てるための具体的な示唆が得ることを目指した。 

 

第２部 親の養育態度が強迫傾向に影響を与える心理的メカニズムの検討 

第５章 研究１ 強迫傾向尺度の作成 

 本章では，強迫傾向尺度を作成した。新たな尺度は「疑惑と制御」「確認」「正確」「優柔

不断」「洗浄」という 5 つの下位尺度，合計 49 項目からなった。内的整合性（α 係数），

再検査信頼性，因子構造妥当性，基準関連妥当性を検討したところ，新たな強迫傾向尺度

は十分な信頼性と妥当性を備えていることが示された。 

第６章 研究２ 中国における強迫傾向と親の養育態度との関連 

 本章では，中国人大学生を対象に，強迫傾向と親の養育態度との関連を，下位尺度を中

心に詳細に検討した。その結果，男性においては，「強迫傾向」及びその三つの下位尺度「正

確」，「確認」，「疑惑・制御」と親の養育態度の間に有意な相関が見られた。一方，女性に

おいては，「優柔不断」「洗浄」という男性とは違う側面において，親の養育態度との間に

有意な相関が見られた。 

 

第３部 強迫的信念と強迫傾向の尺度及び相互関連に関する日中比較 

第７章 研究３ 強迫的信念尺度の中国語版及び強迫傾向尺度の日本語版の作成 

 国際比較研究をするには同質な尺度を揃えることが不可欠な条件である。本章では，強

迫的信念尺度の中国語版及び強迫傾向尺度の日本語版を作成した。２つの尺度が充分な信

頼性と妥当性が示され，強迫傾向と強迫的認知の一般的傾向の把握などに役立てていくこ

とができると考えられた。 
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第８章 研究４ 強迫傾向と強迫的信念の因子構造の日中比較研究 

 本章では，日本と中国の大学生を対象に，多母集団同時分析を用いて，強迫傾向と強迫

的信念の因子構造の比較を行った。その結果，強迫傾向・強迫的信念の因子構造は日中間

で大きな差異が見られず，異なる母集団間で測定された各構成概念が同質であることが確

認できた。そこで，平均構造モデルの分析を行い，モデルに含まれる構成概念の平均に日

中間で違いがあり，強迫的信念の総合得点およびその下位構成概念の「思考の意味」「完全

主義」「責任の過大評価」において，中国の方が有意に高かった。また，強迫傾向尺度の下

位構成概念の「洗浄」「正確」といった強迫行為傾向も中国の方が有意に高かった。一方，

強迫傾向の総合得点およびその下位構成概念の「疑惑・制御」，「優柔不断」といった強迫

観念傾向については，日本の方が有意に高いことが示された。これらの結果から，「確認」

以外の強迫行為傾向および「脅威の過大評価」以外の強迫的信念の各側面において，中国

人大学生は日本人大学生と比べて精神的健康度が低い可能性があると考えられた。 

第９章 研究５ 強迫傾向と強迫的信念の関連性についての日中比較研究 

本章では，強迫傾向と強迫的信念の関連について日中の比較をし，文化的な視点から，

両国の共通点と相違点に関する示唆が得られた。その結果，日中ともに「脅威の過大評価」

の信念は，強迫傾向のほぼすべての側面に影響し，強迫的信念の中で一番影響力の強い要

因であった。相違点として，中国では，「責任の過大評価」以外，強迫的信念の三つの側面

から強迫傾向に影響していることが示されたのに対して，日本では，「脅威の過大評価」と

「責任の過大評価」の二側面にのみ有意な結果が得られた。 

 

第４部 統合的モデルの検討 

第 10 章 研究６ 強迫的信念,親の養育態度,強迫傾向の関連―媒介モデルの検討 

 本章では，親の養育態度と強迫的信念の２要因を統合し，強迫的信念が，親の養育態度

と強迫傾向との関連を媒介するというモデルを検討した。研究６の統合的モデルの検討は，

この２つの心理要因同士がどのように関連し，どのように強迫傾向に影響しているかを知

るためのものであった。その結果，想定された媒介モデルは支持された。このことから，

強迫症状の予防と介入は，強迫傾向に直接影響を与える強迫的信念に焦点を当てるべきで

あることが示唆された。さらに，強迫症状の予防を二段階に分けることが有効であると考

えられた。それは，生育史早期や成人までの発達期における親への助言と，成人後におけ

る強迫的信念を修正・介入することであると考えられた。 

第 11 章 研究 7 強迫傾向と強迫的信念の関係の縦断的検討 

 本章では，時間的要因を組み入れた縦断的研究によって，強迫的信念と強迫傾向との関

連を新たな視点から検討した。モデルの適合度指標および従来理論的に指摘されてきた要

素を考慮し，今回の調査において，モデル１（Figure1）が一番適したモデルだと判断した。

したがって，それぞれの時点で，強迫的信念が強迫傾向に因果的に影響を及ぼすメカニズ
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ムが存在すると同時に，強迫傾向の継続が逆に強迫的信念に影響を与えるメカニズムも存

在することが示唆された。 

 

第５部 結 論 

第 12 章 研究の結論と示唆  

 第２部では，家族要因の親の養育態度に着目し，過保護，過干渉の養育態度は子どもの

自立性を阻害し，いくつかの強迫症状に影響していることが示唆された。強迫という側面

だけではなく，もっと広い精神健康という文脈で考えると，親の暖かさと適度な厳しさと

いう２つの子育てスタイルがうまく融合して，子どもを養護・教育することが必要である

だろう。第３部では，認知的要因の強迫的信念に着目し，日中ともに「脅威の過大評価」

の信念は強迫傾向のほぼすべての側面に安定した影響が示され，強迫的信念の中で一番影

響を及ぼす要因であった。過剰な危険認知は強迫症状に悪影響を与え，「脅威の過大評価」

の信念への介入は不安の軽減およびその不安を対処するための強迫行為の改善に有効では

ないかと推測される。第４部では，強迫的信念は親の養育態度から強迫傾向へ影響する過

程において，媒介要因として存在することが確認できた。また，強迫的信念が強迫傾向に

因果的に影響を及ぼすことが示され，また強迫傾向の継続が長期的に強迫的信念に影響を

与えるメカニズムも示唆された。したがって，認知的アプローチによる強迫的信念の修正

と，行動的アプローチによる強迫行為への同時介入がより効果的であると考えられた。 

第 13 章 今後の課題と研究の発展 

 本章では，今後の研究の発展のために，本研究の限界と今後の研究課題について述べた。

今後の課題として，介入の要素を精選や実験的検討，面接法による質的データの収集と分

析が重要である。 

 

 

 

 

         .58***     

  強迫的信念１     強迫的信念２     e1 

 .56***       .19**             .22*** 

   強迫傾向１      強迫傾向２      e2 

                 .65*** 

  ***p<.001 **p<.01 

 Figure1 モデル１ 

- 4 - 


